
1．PFOS・PFOA について 

最近、『○○市の河川水から指針

値を超える PFAS が検出』といった

報道を目にされたことはありませ

んか？各地で話題となっているこ

の PFAS とは、どういった物質なの

でしょうか。 

有機フッ素化合物の内「PFAS」

(ピーファス)とはペルフルオロアルキ

ル化合物及びポリフルオロアルキ

ル化合物の総称であり、4700 種類

以上の物質があるとされています。

そ の 中 で も 特 に 話 題 と な る の が

PFOS（ペルフルオロオクタンスル

ホン酸）と PFOA（ペルフルオロオ

クタン酸）です。 

これらの化学物質は様々な用途

で用いられています。PFOS は主に

泡消火薬剤、半導体製造、金属メ

ッキ、フォトマスク（半導体、液

晶ディスプレイ）、写真フィルムな

どに使用されています。PFOA は主

に泡消火薬剤、繊維、医療器具、

電子基板、自動車部品、食品包装

紙、石材、フローリング、皮革、

防護服などに使用されています。 

PFAS は、熱安定性、化学安定性、

撥水性、撥油性、電気絶縁性を持

ち、環境中に排出されると、⾧期

的に環境に残留すると考えられて

いる他、難分解性でもあるため生

物濃縮による生態系への影響も懸

念されています。 

2．健康への影響について 

PFOS、PFOA が体内に取り込ま

れた場合、どのような健康への影

響が懸念されるのでしょうか。 

動物実験では、肝臓の機能障害、

仔動物の体重減少、発達障害など

が指摘されています。また、ヒト

に対しては免疫系への影響、発が

んリスクの増加、コレステロール

値の上昇などが指摘されています。

しかし、現時点ではこれらの影響

が表れる具体的な量や濃度、及び

⾧期的な影響については十分に解

明されていません。 

ま た 、 国 内 に お い て PFOS、

PFOA の摂取が要因と断定できる健

康被害の事例は確認されていませ

ん。しかし近年、各地で水道水や

河川水などから PFAS が検出されて

おり、今後更なる調査や研究が必

要と考えられています。 

3．法規制などについて 

環境中で、難分解性、高蓄積性、

⾧ 距 離 移 動 性 、 有 害 性 （ 人 の 健

康・生態系）を持つ物質を「残留

性 有 機 汚 染 物 質 （Persistent 

Organic Pollutants；POPs）」 と 呼

びます。 

POPs の廃絶・削減を目的とした

国際的な条約（残留性有機汚染物

質 に 関 す る ス ト ッ ク ホ ル ム 条 約

（POPs 条約））に基づき、PFOS は

2009 年に、PFOA は 2019 年に廃

絶などの対象となっています。 

日本においても「化学物質の審

査及び製造等の規制に関する法律

（化審法）」に基づき製造・ 輸入な

どを原則禁止されています。 

厚生労働省は 2020 年、水道水に

おける PFOS や PFOA を水質管理目

標設定項目に位置付け、PFOS と

PFOA の合算値を 50ng/L 以下とす

る暫定目標値を定めています。 

環境省においても同様に、公共

用水域や地下水における暫定指針

値として PFOS と PFOA の合算値で 

50 ng/L 以下と定めています。 

※1ng/L（ナノグラム・パー・リ

ットル）：水 1L 中、10 億分の

1g。東京ドーム 1 つ分の容積の

水（120 万 m3）に 1.2g が含ま

れている時の濃度です 

4．PFOS、PFOA についての Q＆A 

では実際に私たちが生活するうえ

で PFOS、PFOA はどのような影響が

あるのでしょうか。 

（次頁につづく） 
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図 1：PFOS と PFOA の構造式 

図 2：ヒトへのばく露イメージ図（各情報を基に静環検査センターで作成） 
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前頁のつづき） 

環境省の専門家会議による Q&A2）を

いくつかご紹介いたします。 

Ｑ：永遠の化学物質と聞きました。一

度身体に入ったら一生残るのでし

ょうか。 

 ⇒ 一生身体の中に残るわけではあり

ません。PFOS、PFOA は代謝され

にくいものですが、消化管から体

内に吸収され、その後ゆっくりで

はありますが、体内から排泄され

ていくと考えられています。 

Ｑ：一部の地域では、PFOS、PFOA 

が飲み水に含まれている場合があ

ると聞きました。大丈夫なのでし

ょうか。 

⇒ 飲み水中の PFOS、PFOA が暫定目

標値を超えることがないように、

水道事業者等による管理をお願い

しています。なお、PFOS、PFOA

の摂取が主たる要因とみられる個

人の健康被害が発生したという事

例は、国内において確認されてい

ませんが、最新の科学的知見に基

づき、暫定目標値の取扱いについ

て、専門家による検討を進めてい

ます。 

Ｑ：健康影響に関する血中濃度の基準

はないのですか。PFOS、PFOA の

血液検査を受ければ健康影響を把

握できますか。 

 ⇒ 現時点での知見では、どの程度の

血中濃度でどのような健康影響が

個人に生じるかについては明らか

となっていません。このため、血

中濃度に関する基準を定めること

も、血液検査の結果のみをもって

健康影響を把握することも困難な

のが現状です。 

Ｑ：様々な用途で使われていたと聞き

ましたが、生活をする中で気をつけ

るべきことはありますか。 

 ⇒ 身の回りの製品について、特段心

配するようなことはありません。

PFOS、PFOA は既に製造・輸入等

が禁止されており、PFOS、PFOA

を使用した製品が新たに流通する

ことは想定されません。 

5．PFAS の今後と静環検査センター
における取り組み 

PFOS と PFOA に加え PFHxS（ペル

フルオロヘキサンスルホン酸）を、環

境省が新たに「水環境保全に向けた取

組のための要調査項目リスト」に、厚

生労働省が水道水の「要検討項目」に

追加しました。ただ、現時点では国際

的に見て有害性評価等に関する知見が

蓄積している状況とは言えません。 

今後も PFOS、PFOA を含む PFAS に

関する話題は続くことが予想されます

が、必要以上に不安になることなく、

正しい情報を見極めていくことが重要

です。 

静環検査センターでは、いち早く

PFOS、PFOA を 含 め た 数 十 種 類 の

PFAS 分析体制を整え対応してきまし

た。PFAS は様々な用途で使用されて

いるうえ、求められる定量値が非常に

小さいため、分析操作時の汚染には細

心の注意が必要です。容器や器具、装

置からの汚染をできる限り低減するた

め、フッ素樹脂製品の使用を避ける、

試料由来の PFAS と装置由来の PFAS

を区別する測定方法を用いるなど、

様々なアプローチを採っています。 

ま た 、2024 年 か ら は 血 液 中 の

PFOS、PFOA の分析も開始しました。

PFAS に関する分析でお困りの際は、

お気軽にお問合せください。 

（文責 青島 立樹） 
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国名等 
PFOS PFOA 

備   考 
目標値等 ＴＤＩ等※ 目標値等 ＴＤＩ等※ 

世界保健機関 
（WHO） 100ng/L － 100ng/L － 

【2022 年】 
※暫定ガイドライン値パブリックコメント草案 
※暫定ガイドライン値の適用は現実的な達成可能性と金銭的な実現性を含めた実
情を考慮すべきとする一方、汚染の許容を認めるものではなく合理的に実施可能
な範囲でできる限り低い濃度を達成できるように尽力すべきとされている。 

米国（USEPA） 4ng/L － 4ng/L － 

【2023 年】 
※第一種飲料水規制案における法的拘束力を持つ最大汚染レベル 
現時点での分析能力（実用定量レベル 4ng/L）を考慮し、また有効な複数の処理
技術が存在することも確認のうえ設定された値 

英国 100ng/L 

成人

3.3ng/kg/d 

小児

10ng/kg/d 

100ng/L 

成人

3.3ng/kg/d 

小児

10ng/kg/d 

【2021 年】 
TDI 等は次の設定で濃度から計算した数値（算出根拠の毒性評価値の記載なし） 
・体重 60kg、一日あたり摂取量 2L（成人） 
・体重 10kg、一日あたり摂取量 1L（小児） 
※飲料水ガイダンスにおいて、モニタリングレベルとされ、超過した場合は当該
濃度未満になるよう対策するとされている。 

カナダ 
（Health Canada） 600ng/L 60ng/kg/d 200ng/L 21ng/kg/d 

【2018 年】 
体重 70kg、一日あたり摂取量 2L、飲料水の寄与率（割当率）20％ 
※汚染が確認された場合は、必要に応じて除去処理をするとともに、半年ごとに
水源のサンプリングを行い、PFOA 及び PFOS の最大許容濃度に対する検出濃度の
比の合計が 1 を超えないことを確認するとされている。 
※2023 年に総 PFAS 30ng/L の目標値が提案された。 

オーストラリア・
ニュージーランド

食品基準機構
（FSANZ） 

－ － 560ng/L 160ng/kg/d 

【2017 年】 
体重 70kg、一日あたり摂取量 2L、飲料水の寄与率（割当率）10％ 
※飲料水質モニタリングデータの短期評価がガイドライン値等に不適合となった
場合は調査を開始し、迅速に是正措置を講じる必要があるとされている。 

ドイツ 100ng/L 28.6ng/kg/d 100ng/L 20.37ng/kg/d 

【2017 年】 
体重 70kg、一日あたり摂取量 2L、飲料水の寄与率（割当率）10％ 
※欧州飲料水指令の国内法適用までの暫定的な指針値。 
※ドイツの飲料水にかかわる法令が 2023 年に改正され、これに基づき 20PFAS
（C=4～13 の各 PFSA 及び PFCA）合計 100ng/L が 2026 年から、4PFAS
（PFOS、PFOA、PFNA 及び PFHxS）合計 20ng/L が 2028 年から適用される。 

日本 

50ng/L
（PFOS と
PFOA の合
算） 

20ng/kg/d 

50ng/L
（PFOS と
PFOA の合
算） 

20ng/kg/d 
【2020 年】 
体重 50kg、一日あたり摂取量 2L、水道水の寄与率（割当率）10％ 

※TDI（耐容一日摂取量）：人が生涯にわたって毎日摂取し続けたとしても、健康への悪影響がないと推定される１日当たりの摂取量 

表：諸外国における飲料水に係る PFOS 及び PFOA の目標値等 5) 


